
【ＧＰＡについて】 

 

１．ＧＰＡの算出方法（計算式） 

判定 評語 評点 GP 評価基準 

合格 

秀 100～90点 4.0 目標を十分に達成し、極めて優秀な成績を収めている。 

優 89～80点 3.00 目標を十分に達成し、優れた成績を収めている。 

良 79～70点 2.00 目標を概ね達成している。 

可 69～60点 1.00 目標を最低限達成している。 

不合格 
不可 59～ 0点 0.00 目標を達成していない。 

時不 ― 0.00 授業の出席が総授業時間数の3分の2に満たない。 

 

① 成績の評価に対して次の各号に掲げるグレード・ポイント(以下「GP」という。)を設定

し、不合格の授業科目を含めて，履修科目のグレード・ポイントの平均(グレード・ポイン

ト・アベレージ(以下「GPA」という。)を算出し、総合成績評価を行う。履修した科目のポ

イントにその科目の単位数を掛け、取得したポイントを合計します。合計ポイントを、その

学期の履修登録単位の総数で割り、小数点以下第3位を切り捨てた数字をGPAとする。 

② 単位認定が保留となった授業科目のGPは、0点とする。 

③ 認定又は合否により判定する授業科目については算出の対象外とする。 

④ GPAの算出は、次のとおりとする。 

GPA＝（授業科目で得たGP×その授業科目の単位数）の総和÷（履修登録したGPが付与さ

れる授業科目の単位数の総和） 

 

２．ＧＰＡの算出時期 

各学期末に次のGPAの算出してします。 

① 通算GPA（入学～現在のGPA） 

② 年度GPA（当該年度のGPA） 

③ 学期GPA（当該年度の全ての学期のGPA） 

※ 前期GPA算出時には後期分のGPAについては算出しない、 

また、前期GPA算出時の年度GPAは前期のGPAとする 

３．ＧＰＡの活用状況 

GPAは、成績の分布状況及び学生個人の学修状況の把握を通じて、履修登録の年間上限数の

緩和、各種学外実習の要件、奨学金受給の判定基準及び退学勧告を含む学修指導ならびに就職

活動及び海外留学支援において活用している。 

  



【２年生ＧＰＡ分布（１年次学期末に算出）】 
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【３年生ＧＰＡ分布（２年次学期末に算出）】 
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【４年生ＧＰＡ分布（３年次学期末に算出）】 
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